
3-2.婚姻等による氏名の変更
申込内容変更受付期間経過後に婚姻等による氏名変更を希望する場合、下記の｢お問合
せ期間｣中にお問合せ窓口までご連絡ください。戸籍抄本等提出の手続きが必要となる
ため、試験会場では受理できませんのでお問合せ窓口の指示に従ってください。

3-3.希望試験地の変更
転勤・転居・出張等で、希望試験地の変更申請の受付期間経過後に生じた事情により、

試験地の変更を希望される場合は、下記の「お問合せ期間」中に、受験票を用意のう

えお問合せ窓口までご連絡ください。

希望者が多数の場合は、変更できない場合がありますので予めご了承ください。受験

申込後の申込内容の変更期間内(9月24日（水）～10月3日（金）)に変更申請が可能な

方は、18ページをご参照ください。

上記お問合せ期間以外での変更は一切できません。必ずお問合せ期間内にご連絡くだ

さい。試験地の変更を希望する方で受験票が未着の場合、「受験票未着の連絡」と「試

験地変更希望の連絡」は、必ずお問合せ期間内に行ってください。

1. 当日必ず持参するもの
1-1.受験票

試験当日は、「受験票①」と顔写真を貼付した「受験票②兼写真票」の両方をご持参ください。
※いずれか1つが欠けても受験できませんのでご注意ください。

1-2.指定する写真付き公的証明書（原本）
試験当日は、指定する写真付き公的証明書（原本:日本国内で発行されたものに限定す

る）により本人確認を実施いたします。

指定する写真付き公的証明書は次の5種類です。
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お問合せ先…
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お問合せ期間 11月5日（水）～11月14日（金）

お問合せ期間 11月5日（水）～11月10日（月）
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2. 受験までの準備
2-1.内容の確認

受験票に記載された内容（受験者情報や受験上の注意事項）についてご確認いただき、

試験実施要領を熟読のうえ、試験に臨んでください。

2-2.受験票への写真の貼付
（1）受験申込者本人の顔写真（大きさ　タテ3ｃｍ×ヨコ2.4ｃｍ）を協会から送付する

「受験票②兼写真票」に貼付してください。
（2）写真は無帽、無背景、正面から（顔の大きさ2cm程度）写したもので、サングラ

ス・マスク着用の写真、集合写真（複数の人物が写っているもの）など、受験者本

人を確認しづらい写真を貼付している場合は受験できませんのでご注意ください。

（3）写真は6ヵ月以内に撮影したもので、白黒・カラーの別は問いません。（不鮮明なも

の、コピー紙を使用したものは不可です。必ず｢写真専用紙｣をご使用ください。）

（4）写真の裏面に受験申込者氏名、受験番号を記入のうえ貼付してください。

※試験当日には「受験票②兼写真票」に写真を貼付して、「受験票①」とともに必ず
　ご持参ください。

3. 各種変更の申請について
受験票の受領後の各種変更の申請は以下の通り。

3-1.受験者情報の訂正
（1）受験票に記載された氏名（※）、生年月日、性別、電話番号、住所等に誤りがある場

合や、住所を変更された場合は、「変更申請書」（「受験票②兼写真票」の下段にありま

す。）に変更箇所のみ朱書きのうえ、試験当日に持参し、試験監督員の指示に従い
提出してください｡

　　生年月日に誤りがある場合は、運転免許証のコピー等、生年月日がわかるもの

を添付してください。

　  (※)氏名をJIS規格(第1･2水準)以外の文字(外字)へ訂正する場合に限る。

E-aE-a

裏面

氏名
受験番号

①運転免許証
　（運転経歴証明書を含む）※1 ※2

②個人番号カード(マイナンバーカード)
　（写真付き住民基本台帳カード含む）

③パスポート

④在留カード・特別永住者証明書※3

⑤身体障害者手帳

左記①～⑤以外の写真付き公的証明書

等を本人確認書類として使用することを

希望される方は、事前のお申し出によ

り、特別対応を検討します。ご希望の方

は受験申込受付開始日以降にお問合せ

窓口までご相談ください。

表面

ヨコ2.4cm

タ
テ
3
cm

表紙裏

表紙裏

料金別納
郵 便

親展

「令和６年度貸金業務取扱主任者資格試験受験票」

※試験当日、指定する写真付き公的証明書または

協会が認める写真付き本人確認書類を必ずご持

参ください。（持参されていない方は受験でき

ません｡）

お問合せ先については裏面をご覧ください。
指定試験機関

ミシン線より切り取り開封ください。
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受験票①

※裏面の「受験される皆様へ」を必ずお読みください。

フリガナ

氏 名

試 験 地 受験番号

試験日時

試験会場

住 所 等

パスワード

このパスワードは、試験結果の開示請求をインターネットで行う際に
使用します。受験票①は、試験終了後も大切に保管してください。

東京都港区高輪3-19-15 指定試験機関 日本貸金業協会

受験票②兼写真票

※受験票②兼写真票は試験会場で回収します。

氏 名

生年月日 試 験 地 受験番号

写真貼付欄

・写真（大きさ縦3cm
×横2.4cm、脱帽、正
面、6ヶ月以内に撮影
したもの）を全面のり
付けすること｡

顔の大きさ２㎝程度

撮影年月日 年 月 日

写真貼付欄に、規定の写真が貼付されてい
ない場合は、受験できません。
顔写真は、不鮮明なもの、コピー紙を使用
したものは不可です。必ず「写真専用紙」
を使用し貼付ください。

キ リ ト リ 線

変更申請書
受験票①裏面の「Ⅱ 変更申請書の記入方法」をご確認ください。
氏名変更がある場合は、該当する番号を○で囲んでください。

１．婚姻（改姓）等 ２．外字への訂正 ３．誤字等の訂正

※1.婚姻（改姓）等が理由の場合、お問合せ窓口にご相談ください。

受験番号： 変更箇所のみ記入してください。

氏名

生年
月日 性別

電話
番号 - -

日中連絡先
電話番号 - -

郵便
番号 -

住所
都道
府県

住所
市区郡
町村

住所
番地

住所
アパー
ト 等

ＫＡＳ
24001

品 名
ファイル№

日 本 貸 金 業 協 会 /
MB0200AS7

ア ミ 線 数
ア ミ ％

133
10

サ イ ズ
Ｃ

15－×９インチ３
15

２Ｃ
F.K. 2024.9.12 MB0200AS7 青

・写真の裏面に次の事
項を必ず記入すること｡
氏名、受験番号

（※試験結果開示請求用パスワード）

協会使用欄
受験番号 写 真

料金別納
郵 便

親展

「令和５年度貸金業務取扱主任者資格試験受験票」

※試験当日、指定する写真付き公的証明書または

協会が認めた写真付き本人確認書類を必ずご持

参ください。（持参されない方は受験できませ

ん｡）

お問合せ先については裏面をご覧ください。
指定試験機関

ミシン線より切り取り開封ください。
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を
受
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時
に
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し
て
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い
。
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に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

受験票①

※裏面の「受験される皆様へ」を必ずお読みください。

フリガナ

氏 名

試 験 地 受験番号

試験日時

試験会場

＜備考＞

パスワード

このパスワードは、試験結果の開示請求をインターネットで行う際に
使用します。受験票①は、試験終了後も大切に保管してください。

東京都港区高輪3-19-15 指定試験機関 日本貸金業協会

受験票②兼写真票

※受験票②兼写真票は試験会場で回収します。

氏 名

生年月日 試 験 地 受験番号

写真貼付欄

・写真（大きさ縦3cm
×横2.4cm、脱帽、正
面、6ヶ月以内に撮影
したもの）を全面のり
付けすること｡

顔の大きさ２㎝程度

撮影年月日 年 月 日

写真貼付欄に、規定の写真が貼付されてい
ない場合は、受験できません。
顔写真は、不鮮明なもの、コピー紙を使用
したものは不可です。必ず「写真専用紙」
を使用し貼付ください。

キ リ ト リ 線

変更申請書
婚姻等を理由とした氏名の変更で ある ・ ない

※変更申請書を提出する際は必ずどちらかに丸印をつけてください。
※婚姻等を理由とした氏名の変更は別途手続きが必要です。詳しくは裏面の「受験さ
れる皆様へ Ⅱ 変更申請書の記入方法」をご覧ください。

※婚姻等を理由とした氏名の変更の場合、各種書面を試験会場では受理できません｡
受験番号： 変更箇所のみ記入してください。

氏名

生年
月日 性別

電話
番号 - -

日中連絡先
電話番号 - -

郵便
番号 -

住所
都道
府県

住所
市区郡
町村

住所
番地

住所
アパー
ト 等

ＫＡＳ
23001

品 名
ファイル№

日 本 貸 金 業 協 会 /
MB0200AS7

ア ミ 線 数
ア ミ ％

133
10

サ イ ズ
Ｃ

15－×９インチ３
15

２Ｃ
F.K. 2023.9.15 MB0200AS7 青

・写真の裏面に次の事
項を必ず記入すること｡
氏名、受験番号

（※試験結果開示請求用パスワード）

協会使用欄
受験番号 写 真

2cm程度

▲

̶
　
　
̶▼
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3. 注意事項
3-1.受験できない場合

次の場合は受験できません。また、受験できない場合でも受験手数料は返還いたしません。
（1）試験開始から30分以上遅刻してきた場合。
　　※交通機関の事故など、理由のいかんを問いません。
（2）指定する写真付き公的証明書（原本：日本国内で発行されたものに限定する）の提示

ができない場合、また、提示ができても本人確認ができない場合。
（3）「受験票①」と「受験票②兼写真票」を不所持の場合。
　　※いずれか1つが欠けても受験できません。
（4）受験票で指定された会場以外で受験しようとする場合。
　　※事前に協会が承諾した場合を除きます。
（5）他の受験者の妨げになる等､協会が受験に不適当であると判断した場合。

3-2.試験会場におけるご注意
試験会場では次の点にご注意ください。
（1）貴重品は必ず身につけておいてください。
　　※協会は盗難・紛失等についての責任を一切負えません。
（2）試験会場には必ず公共の交通機関を利用してご来場ください。
　　※試験会場に駐車場の用意はありません。
（3）試験会場への直接、または電話での問合せおよび下見は固くお断りしております。
（4）試験会場周辺で、試験結果を通知すると言って受験者を勧誘し金銭を取る業者や、

関係団体を装って講習会等の勧誘を行う業者がいますが、協会とは一切関係があ
りません。

3-3.試験室におけるご注意
試験室では次の点にご注意ください。
（1）12時40分から事前説明を開始します。手洗いはそれまでに済ませてください。また離席

の際は、受験票と指定する写真付き公的証明書（原本）を必ずお持ちください。
（2）試験室では試験監督員等の指示に従ってください。指示に従わないとき、または

不正行為等の不都合な行為があると認めたときは退出させ、失格となることがあ
ります。

　 ※試験監督員から試験終了の合図があった後に「解答欄」への記入等を行うことは
　   不正行為となり、失格となります。

（3）スマートフォン・腕時計型携帯電話等、通信機能付の携帯情報端末は、アラー
ムの設定を解除し、必ず電源を切ってカバンの中にしまってください。時計とし
て使用することもできません。（試験室によっては時計が設置されていません。
試験時間の管理は受験者自身で行ってください。）

（4）試験時間中に緊急地震速報、津波警報などの全国瞬時警報システム（Jアラー
ト）が発信された場合は、受験者の皆様に館内放送または試験監督員からお知ら
せしますので、試験監督員の指示に従って行動してください。

（5）試験問題の内容に関する質問には一切お答えできません。
（6）試験時間中、途中退出はできません。発病等の場合は、黙って手を挙げ、試験監

督員の指示に従ってください。
（7）解答用紙は、いかなる場合もすべて提出してください。
（8）試験問題用紙は、試験終了後、持ち帰ることができます。
（9）試験の開始および終了は試験監督員の時計を基準とします。
（10）試験室内は禁煙です。指定された場所以外では喫煙できません。会場によっては

全面禁煙のところがありますので予めご了承ください。
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（1）①～⑤のうち、いずれか1点、有効期限内のものを試験当日ご持参ください。試験
当日、不所持の場合は受験できませんのでご注意ください。

（2）現在写真付住民基本台帳カードをお持ちの方は、有効期限内であれば個人番号カ
ードを取得するまでは本人確認書類として利用可能です。

※1道路交通法に基づき公安委員会が交付するもの。
※2運転経歴証明書は、平成24年4月1日以降に発行されたものに限る。
※3外国籍の方で通称名で受験申込をされた方は、「在留カード」または「特別永住
者証明書」では本人確認ができないため、いずれかの書類とともに通称名が確認
できる｢住民票｣(コピー可)を提示いただきますので試験当日ご持参ください。

　　指定する写真付き公的証明書（原本：日本国内で発行されたものに限定する）また
は協会が認めた写真付き本人確認書類で本人確認ができない方は受験できませんの
でご注意ください。

1-3.筆記用具
黒鉛筆（シャープペンシル）、消しゴム、鉛筆削り（任意）
※上記以外の筆記用具を使用した場合、解答が読み取れず採点されないことがありま
　すのでご注意ください。
※黒鉛筆（シャープペンシル）以外の使用は不可。
＜机上に置けるもの＞
受験票、指定する写真付き公的証明書(原本)および筆記用具､通信機能のない時計。
上記以外のものは机上及び机の中に置かずに全てカバン等の中にしまい、足元に置い
てください。衣類のポケット等にも入れないでください。
なお、カバン等は不必要なものを全て収納することができ、口が閉まるもの、床の上
に置いてよいものとしてください。試験中、試験監督員が必要と認めた場合は、携行
品を確認することがあります。
※スマートフォン・腕時計型携帯電話等、通信機能付の携帯情報端末は時計として使
用することはできません。電源を切ってカバンの中にしまってください。
　(試験室によっては時計が設置されていません。試験時間の管理は受験者自身で行
ってください｡）
※耳せんは､スポンジ素材等でできているものは使用できますが､電子耳栓の使用は不可。

2. 試験当日のスケジュール
2-1.タイムスケジュール

※試験会場までの所要時間は、交通混雑、乗り継ぎ等で予想以上に時間がかかること
があります。十分に余裕をみてご来場ください。

2-2.試験前日および当日のお問合せ先
試験前日および当日のお問合せ先は受験票に記載します。

入室可能時間

受験上の注意事項の説明

試験開始

試験終了時間

集合時間

12時00分

12時40分

13時00分

15時00分

12時15分




